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   権利化支援事業」公募のお知らせ（一般社団法人発明推進協会） 

【３】「国際出願関係手数料改定」のお知らせ（特許庁） 

【４】「Madrid e-Filing による国際出願手続」のお知らせ（特許庁） 

【５】「大学研究成果の社会実装マニュアル」について（特許庁） 

【６】「地域団体商標カード」の作成について（INPIT） 
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【７】令和 4 年度「弁理士の日」記念事業 

     「知財ふれあいフェスティバル」開催のお知らせ（日本弁理士会 関西会） 

【８】知的財産ミニ勉強会（WEB） 

     「知財契約  契約のイ・ロ・ハ」開催のお知らせ（広島県発明協会） 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■ 

【９】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

  「特許制度は発明者を保護するための制度か？」 

   日本弁理士会中国会  弁理士 W.S 

■…━…━…━…━…━…もうけの花道をいく━…━…━…━…━…━…━…■ 

【１０】開放特許を活用し新規事業参入を果たす 

    ～公的機関の知財支援が開発を加速させる～ 

   今回のピックアップ企業は、株式会社ジーアイシー 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■ 
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２．内 容 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【１】「IP ランドスケープ支援事業」第 1 回 公募開始のお知らせ（INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

本事業では、「市場」や「事業」の情報に「知財」の情報を合わせた分析を行い、 

企業の抱える経営や事業の課題に対して、強みを活かした解決策のご提案をいた 

します。 

 

第 1 回公募期間 ：6/6（月）～7/8（金）17:00 

支援のポイント：経営・事業課題の掘り起こし 

        市場・事業＋知財の専門家による分析 

        経営層に対する報告・対話の実施 

費用     ：無料 

主催     ：INPIT 

 



▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.inpit.go.jp/katsuyo/ipl/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【２】令和４年度「日本出願を基礎としたスタートアップ設立に向けた国際的な 

   権利化支援事業」公募のお知らせ（一般社団法人発明推進協会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

本事業は、自身の研究成果をスタートアップにおいて事業化させる予定の者によ 

る、当該研究成果に係る日本出願を基礎とした外国特許出願に要する経費の一部 

を助成することにより、優れた技術やイノベーションのグローバルな事業化を支 

援することを目的としています。 

 

応募受付期間：6/6（月）～7/8（金）17:00 

助成対象経費：外国特許庁等への納付手数料（出願手数料等） 

       代理人費用 

       翻訳費用 

補助率   ：助成対象経費の 2 分の 1 以内（千円未満の端数は切り捨て） 

補助上限額 ：1 申請案件に対する補助金の上限額 150 万円 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

http://www.jiii.or.jp/startup_hojo/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【３】「国際出願関係手数料改定」のお知らせ（特許庁） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

2022 年 7 月 1 日から、国際出願関係手数料が改定されます。2022 年 7 月以降に本 

手数料の納付をする場合は、手数料の額及び適用関係に御注意をお願いします。 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.jpo.go.jp/system/patent/pct/tesuryo/pct_tesuukaitei.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【４】「Madrid e-Filing による国際出願手続」のお知らせ（特許庁） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

日本国特許庁では、2022 年 6 月 1 日より Madrid e-Filing（WIPO の提供する Web 

サービス）による出願の受付を開始します。 

本サービスを利用することにより、本国官庁に商標の国際登録出願をオンライン 

で行うことができるほか、WIPO への手数料納付、願書の記載事項にある不備の修 

正、WIPO からの欠陥通報に対する応答等を行うことができます。 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.jpo.go.jp/system/trademark/madrid/wipotouser/wipo_madrid_efiling.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【５】「大学研究成果の社会実装マニュアル」について（特許庁） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 



2019 年度より、特許庁は、大学の優れた研究成果を発掘し、研究者目線で知財戦 

略をデザインする知財戦略デザイナーを派遣しています。本事業において得られ 

た知見（ナレッジ）をとりまとめたナレッジ集を公表していますので、大学にお 

ける研究成果の発掘、知財戦略に基づく更なる研究の発展や社会実装推進の一助 

としていただければ幸いです。 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.jpo.go.jp/support/daigaku/designer_haken.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【６】「地域団体商標カード」の作成について（INPIT） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

INPIT では、地域団体商標制度の活用促進、及び地域観光振興の支援等を目的に、 

「地団カード（地域団体商標カード）」を試行的に作成・配布しております。 

6 月 1 日～6 月 30 日まで、地団カードの作成を希望する団体を募集しています。 

地団カードの作成に必要な費用については INPIT で負担します。 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.inpit.go.jp/chidan/apply.html 

■…━…━…━…━…━…━…━イベント情報━…━…━…━…━…━…━…■  

イベント情報については、以下の中国地域知的財産戦略本部 HP のイベントカレン 

ダーを随時更新しておりますので、こちらもご活用ください。 

  

▽中国地域知的財産戦略本部 HP イベントカレンダー▽ 

https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/event/index.html 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【７】令和 4 年度「弁理士の日」記念事業 

  「知財ふれあいフェスティバル」開催のお知らせ（日本弁理士会 関西会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

日本弁理士会関西会では、毎年 7 月 1 日の「弁理士の日」を記念して、知的財産 

権制度及び弁理士制度の啓発、普及を目的とする知的財産権に関する各種行事を 

開催しております。 

「弁理士の日」記念講演会では、SDGs に関する公的機関の取り組み、民間企業の 

取り組み、SDGs に関する技術イノベーションの進捗などを各方面の専門家の皆様 

にお話いただき、SDGs に関する知財の現在を知る機会になればと考えています。 

 

日時  ：7/2（土）13:00～16:10 

開催方式：オンライン（Zoom ウェビナー） 

定  員：1000 名 

参加費 ：無料 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.kjpaa.jp/seminar/55569.html 



－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

【８】知的財産ミニ勉強会（WEB） 

  「知財契約  契約のイ・ロ・ハ」開催のお知らせ（広島県発明協会）   

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

事業には『契約』がつきものです。 

「大口の取引先から図面を見せてほしいと言われて提示したら、情報が盗まれて 

しまった。」 

こんなことにならないために、情報を開示する前には「秘密保持契約」を！ 

「一緒に新製品を開発することになったのだけど、成果物はどうしよう。」 

ほかの企業、大学、研究機関等と共同で研究開発を行う場合は「共同開発契約」 

を結んでおくことが重要です。 

本セミナーでは、こういった契約を分かりやすくご説明いたします。 

契約書のイロハを勉強しませんか！   

 

○第 1 回 秘密保持契約 ：7/22 （金）13:30～14:30 【申込締切 7/15(金)】  

○第 2 回 共同開発契約 ：11/25（金）13:30～14:30 【申込締切 11/18(金)】              

開催方法：オンライン（Zoom ウェビナーによるライブ配信） 

参加費 ：無料 

講  師：INPIT 広島県知財総合支援窓口（一般社団法人広島県発明協会）   

     知財活用アドバイザー 原田 昌博（はらだ まさひろ）氏 

 

▽詳細は以下のウェブサイトを参照ください。▽ 

https://www.hiroshima-hatsumei.jp/news/kiji16880.html 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■  

【９】【知財コラム】 パテントＧＯ！ 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

企業や個人の皆様が「知的財産」に対する興味・関心を持つとともに、知識を深 

めるきっかけにしていただくことを目的に、「知的財産」に関するコラムの連載を 

しています。最前線でご活躍される弁理士の方々によるホットな情報をお届けし 

ていますので、お楽しみください。 

（日本弁理士会 中国会にご協力いただき、月 2 回程度配信予定です。） 

*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・*・* 

■□■□━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓ 

□■□「特許制度は発明者を保護するための制度か？」  ┃ 

■□－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－┃ 

┃ 日本弁理士会中国会  弁理士 W.S          ┃ 

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛ 

 「先に考えていたものの価値がない発明と思い、特許出願していなかったとこ 

ろ、後日同様の発明について第三者が特許出願をし、特許権を取っていたことが 

納得できない」、「先に考えていた発明と同様の発明について、第三者が先に紙 

切れ（出願書類）を出しただけで特許権を取り、自らが不利益を被るのはおかし 



い」という類いの話をなさる方々がいらっしゃいます。 

 彼らの不平不満が分からなくはないのですが、特許制度の目的を理解しておい 

て欲しいと感じることがあります。 

 特許法は、単に発明者を保護することを目的としていません。特許法は、発明 

の保護及び利用を図ることにより、発明を奨励し、もって産業の発達に寄与する 

ことを目的としています。即ち、特許法の目的は「産業の発達」であり、この目 

的を達成するための手段として、発明の保護及び利用を定めているものです。 

 もし発明の模倣が無条件に許されてしまう世の中だと、開発に要した経済的コ 

スト、時間的コストを回収することができず、発明すればするだけ負担になって 

しまいます。そうすると、産業界から発明を生み出そうという意欲が失われ、産 

業の衰退を招いてしまいます。 

 他方、模倣を恐れて発明内容が秘密にされた状況では、その発明が産業に活か 

されず、産業活動の活性化を促すことができません。 

 このような状況が生じないよう、特許制度は発明者に適切な利益（特許権）を 

与えるとともに、その代償として発明内容を公開させることで調和を図りつつ、 

産業の発達を目指しています。 

 特許制度は産業振興施策であり、単に発明者の保護を目的としたものではない 

ことを理解しておき、冒頭のような不平不満を抱くことのないよう特許制度を有 

効活用してもらえればと感じるところです。 

■…━…━…━…━…━…もうけの花道をいく━…━…━…━…━…━…━…■ 

【１０】開放特許を活用し新規事業参入を果たす 

    ～公的機関の知財支援が開発を加速させる～ 

   今回のピックアップ企業は、株式会社ジーアイシー 

■…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━…━■ 

知財を楽しく学べる Web サイト「もうけの花道」から、おススメの動画情報を 

お届けするコーナー「もうけの花道をいく」！ 

 

今回は、異業種から医療現場の課題を解決すべく、画期的な製品開発に成功した 

株式会社ジーアイシーのサクセスストーリーをご紹介します。 

 

自社技術だけでは超えられなかった大きな壁に掛けられた梯子は、大企業の開放 

特許との出会いでした。自社に足りない人材・情報・リソースには、豊富な公的 

機関の知財支援を活用。 

開放特許の活用で技術的ブレイクスルーを果たした同社が手に入れた研究開発の 

成果と事業展開の成功要因を是非、ご覧ください。 

 

https://www.chugoku.meti.go.jp/ip/contents/100/index.html 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏ 

 本メールサービスの内容等に対するお問合せ、ご意見、ご要望、また本メール 

 サービスの配信の希望、中止及び配信先の変更等はこちらへお願いします。 

 

 中国地域知的財産戦略本部事務局 
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 TEL：（０８２）２２４－５６８０  

 E-mail: cgk-tokkyo アットマーク meti.go.jp 

         (お願い)上記「アットマーク」を「@」に変更してください。 

 ＵＲＬ：https://www.chugoku.meti.go.jp/chizai/mail_mz/index.html 
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